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お等奪 「こげえして　植えるとはい。」

6月22日、あいにくの雨の中、カッパ姿もりりしく、今古賀子とも会の田植があり

ました。農家のおとうさんから植えかたを教わったあと、おそるおそる一列にならん
で田んぼに入り、おっかなびっくり植えました。　たくさんお米がとれるといいね。

＊　7　月　の　税　金　＊

固　定　資　産　税（第2期）納期7月16日（水）－7月31日（木）

町税の納税は便利な口座振替で（遠賀郡農協遠賀支所、遠賀信用金庫、福岡銀行、西日本銀行芦屋支店、

福岡相互銀行の窓口で申し込みください。）
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夏の交通安全県民運動籠詣請嵩
7月21日伯）～8月20日㈱
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シートベルト・ヘルメット
正しく善用しましょう

●二輪車は必ずヘルメット　・車に乗ったら必ずシー

着用を。、・′　　　　　　ベルト着用。

めいわく運転や
暴走族を追放しよう

●ブレーキは早目にスピードは控且に。

●暴走は「しない、させない、見に行

かない」。

おとしよりと子ともたちの

交通事故防止

●横断歩道を正しく渡りましょう。

～同一叫べme…∞一一同部○00◆棚一一か一一一一証言　ヽ㌧
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第390号（3）塵⑬筋

o　▽

欝賞

去年の盆踊り大会

一
等
と
前
後
賞
で
七
千
万
円

－
　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
　
ー

雪
印
生
霊
苦
場
募
集
中

▽
日
　
時
　
8
月
2
3
日
（
土
）
、
1
8
時
か
ら

（
雨
天
の
場
合
は
8
月
2
4
日
）

▽
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
主
　
観
　
遠
賀
町
夏
ま
っ
り
実
行
委
員
会

（
主
管
　
盆
踊
り
部
会
）

▽
傭
　
物
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会

。
繁
盛
太
鼓
披
露

。
盆
踊
り
大
会

カ
ラ
オ
ケ
大
会

▽
開
催
要
領
本
年
は
各
区
か
ら
の
代
表
で

は
な
く
、
町
肉
在
住
者
の
自
由

参
加
と
し
ま
す
。

▽
薬
人
血
　
1
5
人
。
申
込
多
数
の
場
合
は

先
者
順
。
た
だ
し
、
二
つ
の
区

か
ら
は
2
人
ま
で
。

▽
申
込
方
法
　
希
割
者
は
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

カ
ラ
オ
ケ
テ
ー
プ
は
8
月
2
1
日

ま
で
に
蒔
参
く
だ
さ
い
。

二
千
円

第
一
位
－
第
五
位
　
二
千
円

盆

踊

り

大

会

▽
開
催
要
領
　
本
年
は
競
演
会
方
式
は
と
り

ま
せ
ん
。
時
間
の
関
係
で
、

「
忠
実
橋
」
に
つ
い
て
は
、
希

割
区
か
ら
抽
せ
ん
で
一
区
に
代

表
し
て
三
分
間
程
度
踊
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

踊
り
の
舶
数
は
各
区
一
曲
で

す
。
ま
た
、
今
年
は
観
覧
者
も

含
め
て
全
員
に
よ
る
、
炭
坑
節

と
町
民
音
頭
の
一
高
を
、
町
民

総
踊
り
と
し
て
計
画
し
ま
し

た。

▽
申
込
方
法
　
各
区
長
が
、
踊
る
曲
目
を
一

曲
届
け
る
。
踊
る
曲
の
レ
コ
ー

ド
、
テ
ー
プ
な
ど
は
、
当
日
受

付
時
に
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
貨o

参
加
賞
一
区
に
　
二
万
五
千
円

両
大
会
の

申
し
込
み
先
な
ど

▽
申
込
期
間
　
8
月
1
日
～
8
月
Ⅱ
日

▽
申
込
場
所
　
遠
賀
町
商
工
会

詳
細
に
つ
い
て
は
、
夏
ま
つ
り
実
行
委
貴

会
事
務
局
　
盆
踊
り
都
会
（
遠
賀
町
商
工
会

内
）
　
澄
（
2
9
3
）
0
1
6
5
ま
で
。

収
益
金
が
、
全
国
の
市
町
村
の
災
害
対
語

と
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
な
ど
に
使
わ

れ
る
サ
マ
↓
シ
ャ
ン
ポ
宝
く
じ
（
市
町
村
振

興
宝
く
じ
）
の
予
約
申
込
が
、
七
月
十
五
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

一
等
は
五
千
万
円
で
、
前
後
賞
各
一
千
万

円
と
あ
わ
せ
る
と
七
千
万
円
。
さ
ら
に
、
デ

ラ
ッ
ク
ス
カ
ー
貸
（
八
百
万
円
）
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
カ
ー
賞
（
三
百
万
円
）
も
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、
七
月
十

五
日
（
火
）
の
新
聞
（
朝
刊
）
を
こ
ら
ん
く

だ
さ
い
。

正

し

く

使

っ

　

て

楽
し
　
い
　
花
火

。
バ
ケ
ツ
な
ど
に
水
を
用
思
し
て
お
く

。
大
人
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ

〇
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を
つ
け
な

・
正
し
い
位
置
に
火
を
つ
け
る

。
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒
の
由
を
の
ぞ
か

な
い

e
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い

。
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ば
な
い

な
ど
の
点
に
十
分
注
慈
し
て
く
だ
さ
い

子
と
も
遠
に
と
っ
て
花
火
は
夏
の
楽
し
い

遊
び
で
す
。
で
も
、
花
火
は
火
薬
で
で
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せん。花
火
を
楽
し
く
安
全
に
遊
ぶ
た
め
に

。
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す

い
も
の
の
あ
る
理
研
で
遊
ん
だ
り
し
な
い

・
風
の
強
い
と
さ
は
や
め
る

邸
内
火
災
・
救
急
件
数

（
5
月
末
ま
で
）
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防
　
ご
　
う
非
行

助

け

よ

う

立
　
ち
直
り

本
町
の
保
護
司
は
次
の
方
々
で
す
。

信
行
雪
鴻
　
氏
（
鬼
　
津
）

吉
田
　
猛
氏
（
尾
崎
）

矢
内
　
翠
　
氏
（
遠
賀
川
）

山
中
　
京
　
氏
（
別
　
府
）

高
崎
　
畳
語
　
氏
（
木
守
）

毛
利
秀
済
　
民
（
虫
生
津
）

藍
寮
蚤
を
蛋
霊
景
杏
を
藍
寮
各
年
豊
富

鵬
国
民
　
年
　
金
醐

鴬
茎
毒
富
岳
呼
書
聖
芸
意
電
卓
嘗
豊
富
屍

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
か

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
国
民
年
金
制

度
に
よ
り
第
三
号
被
保
険
者
と
な
ら
れ
る
奥

さ
ん
は
、
す
で
に
届
け
出
は
済
ま
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
届
け
出
を
さ
れ
て

い
な
い
奥
さ
ん
は
、
今
す
ぐ
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
出
を
忘
れ
ま
す
と
将

来
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
届

け
出
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

i
　
身
体
障
害
者
の
　
動

…

集

団

見

合

　

調

▽
日
　
時
　
8
時
親
日
（
日
）

ュ
0
時
0
0
分
か
ら

▽
会
　
場
　
窺
崗
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
締
切
　
8
月
1
6
日
（
土
）

▽
申
込
先
彊
総
著
者
結
婚
相
談

所
　
衝
0
9
2
（
7
5
1
）
3

▽
詳
し
い
こ
と
は
役
場
福
祉
係
ま
で

行
方
不
明
者
相
談
所
を
開
設

七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
月

間
で
す
。「

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
七
月
一

日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一
カ
月
間
、
全
国

一
斉
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

蒐
点
目
標
を
「
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る

少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
」
と
定

め
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ
、

非
行
の
原
因
と
な
る
事
態
の
改
善
や
、
非
行

に
陥
っ
た
少
年
の
更
生
の
た
め
に
、
幅
広
い

地
域
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

更
生
保
護
真
金
協
力
の
お
願
い

犯
罪
者
の
再
犯
予
防
と
更
生
を
目
的
と
す

る
藁
運
営
資
金
と
し
て
、
「
更
生
保
護
事

業
援
助
募
金
」
へ
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

国
民
年
金
に
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
で
、
ま
だ
未
加
入
の
人
は
い
ま
す
ぐ

加
入
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

当
然
加
入
す
る
人

▽
第
一
号
被
保
険
者

・
二
十
歳
～
六
十
璧
蒲
の
自
営
業
な
ど
の

人
と
そ
の
家
族

o
会
社
を
や
め
た
人

▽
第
二
号
被
保
険
者

。
O
L
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
町
へ
の
届
け
出

は
不
要
）

▽
第
三
号
被
保
険
者

。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
二
十

歳
⊥
（
十
歳
未
満
の
奥
さ
ん

任
意
加
入
で
き
る
人

（
第
一
号
被
保
険
者
）

福
岡
県
響
本
部
で
は
、
今
年
も
次
の
と
お

り
「
行
方
不
明
者
を
さ
が
轟
酉
を
開
設

し
ま
す
。
次
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
困
っ

o
病
弱
、
老
齢
、
年
少
な
ど
の
た
め
、
死
亡

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

o
犯
罪
の
被
害
者
と
な
っ
て
い
る
お
そ
れ
が

。
六
十
歳
～
六
十
五
歳
未
満
の
人

o
外
国
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
⊥
（
十
五
韻

未
満
の
人

〇
二
十
歳
以
上
の
学
生

・
老
齢
、
退
職
年
金
を
受
け
て
い
る
六
十
歳

未
満
の
人

て
い
る
方
、
悩
ん
で

い
る
方
は
、
気
軽
に

こ
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
の
た
め
に
お

い
で
に
な
る
と
き
は

写
真
な
ど
手
か
か
り

に
な
る
も
の
を
こ
持

参
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
鮫
の
内
容

o
家
を
出
て
霜
聞

ある。相
接
所

開
設
の
日
時

八
月
二
日
（
土
）

～
八
月
六
日
（
水
）

ま
で
の
五
日
間
。

毎
日
九
時
三
十
分

か
ら
十
六
時
ま
で
。

神
韻
所
の

開
毅
場
所

福
岡
県
警
本
蔀
（

に
な
る
が
、
行
方
が
わ
か
ら
な
い
。

。
遺
書
や
日
常
の
言
動
か
ら
自
殺
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
。

福
岡
市
博
多
区
東
公
国
1
番
1
号
）
、
館
0

9
2
（
6
1
1
）
4
1
4
1
ま
で
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心
的⑱塵）撃（

看

護

婦

さ

ん

に

も

う

一

度

職

場

復

帰

講

習

会

開

催

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
、
准
看
護
婦

の
免
許
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
現
在
は
瑠

▽
講
習
会
場
　
社
会
保
険
小
倉
記
念
病
院

▽
受
離
資
格
　
現
在
就
業
し
て
い
な
い
保
健

護
の
仕
事
に
つ
い
て

い
な
い
人
で
、
就
職

を
希
望
す
る
人
に
対

し
、
職
場
復
帰
を
容

易
に
す
る
た
め
の
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
希
望
者
は

申
し
込
ん
で
く
だ
さ

な
お
、
こ
の
講
習

会
修
了
者
は
看
護
協
会
の
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に

選
録
し
、
再
就
職
を
促
進
し
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設
し
て
就
業
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
し
な
い
人

も
有
資
格
者
は
ぜ
ひ
登
録
さ
れ
る
よ
う
お
す

ず
め
し
ま
す
。

▽
講
習
日
　
8
月
4
日
～
8
月
8
日

婦
、
助
産

婦
、
看
護

婦
、
准
看

鶏

▽
譜
習
課
目
　
看
護

総
論
、
母

子
看
護
、

成
人
老
人

看
護
（
機

能
訓
練
、

老
人
福
祉
、
老
人
の
生
理
と
心
理

を
含
む
）
、
実
習
な
ど

▽
受
諮
料
　
無
料
（
交
通
寅
、
食
糧
寅
な

ど
は
自
己
負
担
）

▽
申
込
締
切
　
1
月
穏
日

▽
申
込
、
聞
合
せ
先
　
遠
賀
保
睡
所

館
（
2
0
1
）
4
1
6
1
へ

建
築
協
定
書
の

縦
覧
に
つ
い
て

建
策
基
準
法
第
七
十
三
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
県
知
事
よ
り
次
の
建
築
協
定
書

の
写
し
の
送
付
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
同
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
一
般
の
縦
覧
に
供
し

ます。
▽
建
築
協
定
の
名
称
　
パ
ス
コ
タ
ウ
ン
田
園

都
市
第
二
次
建
築
協
定
書

▽
建
築
協
定
の
区
域
　
遠
賀
町
大
字
尾
崎
パ

ス
コ
タ
ウ
ン
田
園
都
市
の
一
部

▽
由
稽
人
の
住
所
氏
名
　
東
京
都
港
区
赤
坂

7
丁
目
1
0
番
狐
号
　
株
式
会
社

パ
ス
コ
代
表
取
締
役
乎
襲

▽
縦
覧
場
所
遠
賀
町
役
場
建
設
課

緑
化
協
定
書
の

縦
覧
に
つ
い
て

都
市
緑
地
保
全
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
緑
化
協
定
を
認
可
し
ま

し
た
の
で
、
同
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
公
告
す
る
と
と
も
に
、
彊
定
書

を
一
般
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

▽
緑
化
協
定
の
名
称
　
パ
ス
コ
タ
ウ
ン
田
園

都
市
第
二
次
緑
化
協
定
書

▽
緑
化
協
定
の
区
域
　
遠
賀
町
大
字
尾
崎
パ

ス
コ
タ
ウ
ン
田
園
都
市
の
一
部

▽
代
表
者
の
住
所
氏
名
　
東
京
都
海
区
赤
坂

1
丁
目
1
0
番
刻
号
抹
式
会
社

パ
ス
コ
代
表
取
締
役
平
楽
武

▽
縦
覧
揚
所
遠
賀
町
役
場
建
設
課

北
九
州
職
業
訓
練

短
期
大
学
校
が
開
校

急
速
に
科
学
技
術
が
発
展
し
て
い
る
現
在

社
会
の
中
で
、
幅
広
い
知
識
、
高
度
な
技
術

や
寵
を
備
え
、
進
展
す
る
籍
革
新
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
基
礎
と
融
通
性
を
も
っ

た
、
大
陸
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
国
立
の
短
期
大
学
、
北
九
州

職
業
訓
練
短
期
大
学
枝
が
、
昭
和
六
十
二
年

四
月
に
開
校
さ
れ
ま
す
。

受
験
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
小
倉
北

区
三
郎
丸
3
～
4
～
1
、
北
九
州
職
業
訓
練

短
期
大
学
校
開
設
追
捕
登
　
載
（
9
4
1
）

3
0
8
3
へ
ど
う
ぞ
。

園
集
塁

税
　
務
　
職
　
員

（
税
務
大
学
校
学
生
）
募
集

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
麗
験
（
税
務
）
に

合
格
し
て
税
務
職
員
に
採
用
ざ
れ
る
と
、
約

一
年
間
税
務
大
学
校
で
研
修
を
受
け
た
後
、

説
務
署
な
ど
で
国
税
に
関
す
る
調
査
や
指
導

の
仕
事
に
従
事
し
ま
す
。

▽
受
験
資
格
　
昭
和
4
1
年
1
月
2
日
～
昭
和

鈍
年
4
月
l
日
生
ま
れ
の
者

▽
申
込
受
付
期
間
　
7
月
9
日
～
1
月
1
6
日

▽
第
一
次
試
験
　
1
0
月
5
日
（
日
）

▽
第
二
次
試
験
　
Ⅱ
月
由
旬
～
日
月
下
旬
の

問
の
一
目

▽
最
終
含
愚
書
発
表
　
1
2
月
1
9
日

▽
採
用
予
定
人
員
九
州
地
域
で
約
二
百
四

十
名

▽
採
用
予
定
日
　
昭
和
6
2
年
4
月
1
日

▽
聞
合
先
福
岡
国
税
局
　
彊
0
9
2
（
4

1
1
）
0
0
3
1

住
宅
債
券
積
立
募
集

将
来
住
宅
を
持
ち
た
い
と
い
う
方
が
、
自

己
資
金
を
計
画
的
に
整
備
す
る
た
め
の
制
度

で
、
次
の
よ
う
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

・
公
庫
の
通
常
融
資
額
に
加
え
て
、
さ
ら
に

二
百
五
十
万
円
～
四
百
五
十
万
円
の
融
資

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

。
公
庫
融
資
付
き
の
分
譲
住
宅
を
一
般
の
方

に
優
先
し
て
購
入
で
き
ま
す
。

▽
受
　
付
　
1
月
1
5
日
ま
で

▽
聞
合
せ
　
住
宅
金
融
公
庫
福
岡
書
別

館
0
9
2
（
7
1
2
）
5
5
5

5
ま
で

雇
用
促
進
融
資
募
集

労
働
霊
屋
宅
設
置
、
福
祉
施
設
設
置
、
職

業
麹
攫
饉
設
置
、
高
年
齢
者
職
場
改
善
な

ど
の
資
金
を
藁
主
に
馨
し
ま
す
。

融
資
の
こ
相
談
は
、
公
共
職
業
安
定
所
雇

用
促
進
墓
園
　
館
0
9
2
（
4
3
1
）
3

7
6
6
へ
ど
う
ぞ
。
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西
川
を
遡
る
（
棚
）

古
物
神
社
の
あ
る
西
山
か
ら
南
へ
少
し
歩

く
と
柿
山
と
い
う
と
こ
ろ
。
さ
ら
に
山
側
の

道
を
進
む
と
神
崎
で
、
こ
の
あ
た
り
一
面
に

ぶ
ど
う
畑
が
広
が
り
、
美
し
い
緑
の
陰
に
は

六
反
日
の
方
か
ら
流
れ
て
き
た
西
川
の
支

流
北
田
川
は
、
蟹
覆
旧
工
宙
で
よ
く
手
入

れ
さ
れ
て
い
る
が
、
両
側
の
田
圃
は
ま
だ
と

こ
ろ
と
こ
ろ
欝
が
繁
っ
た
と
こ
ろ
も
見
え

る
。
一
度
復
旧
さ
れ
た
も
の
が
ま
た
陥
浸
し

た
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
あ
る
。

西
川
炭
田
の
中
心
で
、
一
時
は
数
十
を
数

え
た
鉱
山
か
ら
石
炭
を
運
び
出
す
た
め
、
山

か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
岡
だ
L
L
と
呼
ば
れ
た

木
通
が
縦
横
に
走
り
、
そ
の
後
鉄
道
と
呼
ば

れ
た
軌
道
ト
ロ
通
が
出
来
て
、
西
川
へ
西
川

へ
と
運
び
出
さ
れ
た
。
西
川
の
両
岸
に
も
鉄

道
が
木
月
、
浮
腰
あ
た
り
ま
で
続
い
て
い
た

と
聞
く
。
そ
こ
か
ら
川
鮪
に
積
み
込
ま
れ

た
石
炭
は
、
木
守
堰
で
さ
ら
に
大
き
な
川
紺

に
積
み
か
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
芦
屋
港

へ
、
ま
た
些
一
つ
頭
か
ら
河
港
に
出
て
、
若

松
港
へ
積
み
出
さ
れ
た
。

自
動
皐
の
往
き
交
う
小
木
橋
に
立
っ
て
い

る
と
、
西
川
の
昔
の
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
が
、

ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
頭
の
中
に
浮

か
ぶ
の
で
あ
っ
た
。

（
片
山
花
御
史
）

新
延
方
面
か
ら
き

た
通
を
通
り
す
ぎ
少

し
ゆ
く
と
こ
の
間
ま

で
窒
未
練
の
鞍
手
駅

の
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

人
家
が
ひ
と
か
た
ま

り
、
普
か
ら
の
曲
り

曲
っ
た
通
に
沿
っ
て

残
さ
れ
、
駅
前
通
り

と
思
わ
せ
る
倉
庫
な

ど
も
あ
る
。

第
四
回
　
遠
賀
町
民
体
育
大
会

出

場

者

募

集

中

こ
と
を
思
い
出
す
。
　
　
　
　
　
車
重

福
岡
か
ら
三
代
、
睦
町
、
大
穂
、
赤
間
、

そ
し
て
猿
田
峠
を
越
し
て
六
反
日
へ
出
て
新

北
か
ら
植
木
、
木
尾
瀬
と
ゆ
＜
コ
ー
ス
は
、

徳
川
時
代
の
表
街
道
と
し
て
栄
え
た
道
だ
そ

う
で
、
六
反
田
か
ら
神
崎
、
木
月
を
通
り
遠

賀
川
を
渡
っ
て
岩
瀬
に
出
る
コ
ー
ス
も
あ
っ

た
と
聞
く
。
木
庭
瀬
か
ら
は
長
崎
街
道
に
合

流
し
て
黒
崎
、
小
倉
へ
と
通
っ
た
。

昔
の
道
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
西
川
の

左
岸
に
沿
っ
て
の
は
る
。

高
子
i
日
日
y
y
　
　
　
　
　
西
川
は
こ
の
あ
た

り
両
岸
は
よ
く
護
岸
さ
れ
て
い
る
が
、
流
れ

は
全
回
赤
ち
ゃ
け
た
水
が
た
だ
よ
い
、
頚
が

一
面
に
茂
り
、
水
な
ど
全
く
見
え
な
い
。
西

の
方
か
ら
流
れ
出
る
南
田
川
は
鉱
山
の
跡
か

ら
流
れ
出
る
廃
水
の
た
め
、
川
床
が
酸
性
に

な
り
流
れ
て
く
る
も
の
を
、
沈
澱
さ
せ
、
蔀

の
根
を
生
か
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
も
な
く
新
北
の
小
木
橋
に
て
る
。
こ
の

あ
た
り
は
明
治
の
初
め
こ
ろ
か
ら
大
正
の
由

こ
ろ
ま
で
、
五
十
年
に
亘
り
石
炭
で
繁
え
だ

次
の
日
程
で
、
遠
賀
町
民
体
育
大
会
の
少

年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
の
競
技
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
み
な
さ

ん
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

※
両
競
技
の
申
込
先
体
育
協
会
事
務

局
（
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

舘
（
2
9
3
）
5
4
3
4

※
両
競
技
の
申
込
締
切

1
月
1
4
日
（
月
）

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

▽
日
　
時
　
7
月
2
7
日
（
日
）

開
会
式
　
8
時
0
0
分

競
技
開
始
9
時

▽
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
競
技
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
式

試
合
回
数
は
1
回
、
延
長
の
場

合
は
9
回

▽
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

5
回
終
了
時
点
及
び
そ
れ
ぞ
れ

以
後
の
回
で
1
5
点
差
の
場
合

▽
チ
ー
ム
の
編
成
頼
技
者
は
小
学
生
9
人

と
し
登
録
人
数
は
自
由
と
す
る
。

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

▽
日
　
時
　
1
月
2
7
日
（
白
）

開
会
式
　
8
時
的
分

窺
藷
的
始
9
時

▽
会
　
場
観
望
保
育
セ
ン
タ
ー
、
遠
賀

南
中
学
校

▽
踵
授
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
式
、
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
、
1
試
合
の
セ
ッ

ト
数
は
3
セ
ッ
ト
、
2
セ
ッ
ト

先
取
し
た
チ
ー
ム
を
勝
者
と
す

る。

▽
チ
ー
ム
編
成
競
技
者
数
は
小
学
生
9
人

と
し
登
録
人
数
は
自
由
で
す
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
が
発
隊

－
　
遠
賀
第
二
団
　
－

遠
賀
町
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
昭
和
五

十
八
年
五
月
に
、
遠
賀
第
三
国
カ
ブ
ス
カ
ウ

カ
ウ
ト
関
係
者
二
十
八
人
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
福
岡
筆
（
団
二
十
五
人
、
友
好
団
ス
カ
ウ

ト
隊
が
発
隊
し
、
広

く
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
六

月
十
五
日
、
新
た
に

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊

が
発
隊
す
る
こ
と
と

な
り
、
遠
賀
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

発
隊
式
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

ト
五
十
人
ら
が
町
の

花
水
仙
を
胸
に
発
隊

式
に
参
加
し
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
隊
の
発

隊
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ス
カ

ウ
ト
は
二
十
六
人
と

な
り
、
今
後
の
な
お

一
層
の
活
動
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
遠
賀
町
長
を
は
じ
め
、
ポ
ー
イ
ス
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1
妊
剛
婦
中
娼
雄
談

▽
期
　
日
　
1
月
約
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
刻
分
～
鳩
時

00分

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
蒔
参
晶
印
鑑
（
母
子
手
腰

受
領
者
）

病
室
の
掃
除
や
誼
と
ん

病
人
が
床
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
袈
口

は
、
手
洗
い
や
洗
面
の
時
間
を
利
用
し
て
手

早
く
済
ま
せ
ま
す
。

寝
た
ぎ
り
の
病
人
の
場
合
、
ペ
ッ
ト
な
ら

掃
除
機
を
使
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
で
し
ょ
う

が
、
畳
に
布
団
で
寝
て
い
る
場
合
は
、
ほ
こ

り
が
立
た
な
い
よ
う
に
め
れ
雑
巾
、
化
学
雑

早
め
る
上
に
も
役
立
ち
ま
す
。
住
宅
事
情
が

許
す
限
り
、
理
想
的
な
病
室
の
条
件
を
溜
た

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
静
か
で
あ
る
こ
と

機
璧
日
や
テ
レ
ビ
の
音
、
声
の
開
閉
音
、

足
音
や
人
の
話
し
声
、
笑
い
声
な
ど
は
、
病

人
に
と
っ
て
気
に
障
る
も
の
で
す
。
特
に
夜

間
は
大
き
く
謹
く
の
で
注
意
し
ま
す
、

▼
明
る
く
日
当
た
り
が
よ
い
こ
と

昼
間
で
も
薄
暗
く
て
は
心
が
沈
み
が
ち
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
ま
り
日
差
し
が
強
く

当
た
り
す
ぎ
る
の
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
プ

ふ
ヽ
“
∴
－
か
　
　
わ
つ
け
き
矧

い

ろ

大

な

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

希
望
者
は
、
ハ
ガ
半
に
住
所
父
母

の
氏
名
、
赤
ち
⇔
ん
の
名
前
（
読
み
が

な
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
）
と
生
年
月
日
、

続
柄
、
笹
詰
寄
で
壱
記
入
の
上
、
遠
賀

町
役
場
「
元
気
な
赤
ち
曾
ん
係
」
ま
で

お
出
し
く
だ
さ
い
。

対
象
は
一
歳
未
満
の
赤
ち
曾
ん
で
す
。

写
真
は
係
が
撮
影
に
伺
う
か
、
手
持

ち
の
お
す
ず
め
写
真
が
あ
れ
ば
そ
れ
を

使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
写
真
が

あ
る
嬰
口
は
ハ
ガ
手
に
そ
の
旨
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

巾
で
ふ
き
掃
除
を

し
ま
す
。
ま
た
・
　
　
　
病
室
の
管
理

講
読
揃
　
落
ち
着
い
て

舞
い
上
げ
る
こ
と
　
ゆ
っ
く
り
休
め
る
環
境
を

は
避
け
て
く
だ
さ

い。
病
人
に
は
　
ち
ょ
っ
と
し
た
匂
い
も
気
に

な
る
も
の
で
す
。
食
後
の
後
片
付
け
や
便
器

の
後
始
末
は
　
で
き
る
だ
け
早
く
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
使
っ
た
お
絞
り
や
コ
ッ
プ

の
後
片
付
け
、
ゴ
ミ
の
始
末
な
ど
に
も
こ
ま

め
に
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。

理

想

的

な

病

室

四
　
つ
　
の
条
件

病
人
が
落
ち
着
い
て
ゆ
っ
く
り
休
め
る
環

境
は
、
病
気
の
苦
し
み
を
軽
減
し
、
回
復
を

ラ
イ
ン
ド
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
使
っ
て
直
射

日
光
を
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。
夜
の
照
明
も

ま
ぶ
し
く
な
い
よ
う
に
、
光
源
の
位
置
な
ど

目
安
に
行
い
ま
す
。

換
気
に
は
、
戸
外
に
面
し
た
窓
や
扉
を
開

け
て
空
気
を
入
れ
換
え
る
「
直
接
換
気
」

と
、
隣
室
や
隣
り
合
っ
た
廊
下
の
窓
な
ど
を

開
け
て
お
き
、
病
室
の
出
入
り
の
際
に
き
れ

い
な
空
気
が
流
れ
込
む
よ
う
に
す
る
「
聞
撰

塗
空
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
の
場
合
も
、
室
温
が
急
激
に
変
化

し
た
り
、
風
が
直
接
病
人
に
当
た
ら
な
い
よ

う
、
つ
い
立
て
や
ぴ
ょ
う
ぷ
の
よ
う
な
も
の

を
上
手
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
つ
ね
に
葱

や
戸
に
す
き
問
を
開
け
て
お
く
の
も
好
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
明
る
い
雰
囲
気

病
人
が
長
い
間
接
こ
む
場
合
は
、
カ
ー
テ

ン
や
壁
紙
、
感
灯
の
か
さ
な
ど
を
明
る
い
も

の
に
し
ま
す
。
絵
や
花
な
ど
の
装
飾
品
も
、

オ
ー
バ
ー
に
な
ら
な
い
程
度
に
気
分
を
ひ
き

た
て
る
明
る
い
も
の
を
選
び
た
い
も
の
で

す。

壱
工
夫
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

▼
風
通
し
の
よ

い
こ
と

空
気
の
入
れ
換
え

は
、
病
気
に
障
ら
な

い
範
囲
で
、
一
時
間

に
一
回
、
一
分
間
を



棚の遼騎調整頭語寄寓下
行事によっては時間中途からの参加ができなかったり、また・他の参加者に迷惑をかけたりします。都前に極

めて、遅れないようにしましょう。

日 �曜 �行　事　　内　容 �時　間】実施会場i担当係名 ���対象や終了時間などl詳細 

18 �金 �読　書　静　座　⑤ �10：00－12中央公輔車会教育係 ���読替静座受講生 �� 

19 �土 �家庭教育学級① �9：30－12車央公瑚 ��社会教育係 � �家庭教育学級生 � 
野外活動請習会 �14：00－21：30醒芳墨 ��社会教育係 � �論議義係者i 小艶一般l 

20 �日 �第27回　遠賀郡水泳大会 �9：00十5：00恒学校i社会体育係 ��� 少女バレーボール教室 �十㌦∴掌言上 ��社会体育係 � �教室受諾生　I 

遠賀川漕艇場 （本部模、旋風）落成式 �ll：00一　博竃引綱整係 ��� �8月1日オープン予中 細です！ 

23 �水 �心　配∴ご　と　相　談 �16°00 �／ヽ見解別館 �社会福祉 � 13・00‾・　公　　　　協　議　会 

24 �木 �遠賀申開地区 老人大学講座 �10‥00－15車松見館 ��社会教育係 �芋受 午後：選択コース �� 

野　草　教　室　③ � �中央公民館 �社会教育係 � �野草教室受講生　l 

読　書　静　座　⑥ �巨00－12中央空士教育係 18：40－南国社会体育係 ���読薔講座受話生l 

少年ソフトボール大会 ���� �小学生男子　i6ページ 

少女バレーボール大会 �8：40－・ �擬出撃＿l �� �小学生女子 �6ページ 

28 �月 �妊　　婦　　相　　談 �13‥20－15車嫌健室匡衛生係 ��� �馨聾酸付　　幸一ジ 
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広
報
「
お
ん
が
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
を
さ
が
し
て
い
ま
す
。
次
の
号
を
お

持
ち
の
方
か
あ
り
き
し
た
ら
、
役
場
広

報
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

第
1
号
～
2
5
号
、
2
7
号
、
2
9
号
、
3
1

号
、
3
4
号
、
3
5
号
、
3
8
号
、
0
0
号
、
佃

号。


